
 

創
業
を
目
指
す
方
を
対
象

に
創
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。 

第
一
部
は
、
㈱
ア
サ
イ
ン 

代
表
取
締
役
の
佐
川
正
夫

氏
の
基
調
講
演
を
開
催
。 

佐
川
氏
は
大
学
卒
業
後

飲
食
業
に
従
事
し
た
後
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
業
界
に
身
を

置
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
当

時
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
界

に
顧
客
第
一
と
い
う
発
想

が
な
い
事
に
疑
問
を
感
じ
、

顧
客
目
線
に
立
っ
た
会
社

作
り
を
し
よ
う
と
心
に
決

め
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
当

時
は
大
手
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

企
業
の
傘
下
に
入
る
こ
と

が
一
般
的
で
し
た
が
、
将
来

を
見
据
え
て
自
社
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
開
発
に
取
り
組

み
ま
す
。
今
で
は
売
上
高
に

占
め
る
自
社
ソ
フ
ト
の
割

合
も
高
ま
り
リ
ス
ク
分
散

に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。 

自
ら
の
創
業
経
験
を
踏

ま
え
て
佐
川
社
長
は
受
講

生
達
に
「
初
め
は
小
さ
く
コ

ツ
コ
ツ
と
徐
々
に
事
業
を

育
て
る
事
が
大
事
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
佐
川
社
長
自
身
、

地
道
な
営
業
活
動
が
功
を

奏
し
今
で
は
従
業
員
数
４

７
名
を
数
え
る
企
業
へ
と

成
長
さ
せ
ま
し
た
。 

書
道
や
柔
道
の
よ
う
に

経
営
に
も
「
道
」
が
あ
る
と

言
い
ま
す
。
中
で
も
経
営
理

念
の
大
切
さ
を
日
本
の
偉

大
な
経
営
者
た
ち
か
ら
学

ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、

自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
顧
客

の
た
め
、
社
会
に
役
立
つ
事

を
目
的
に
、
私
利
私
欲
に
陥

ら
な
け
れ
ば
成
功
す
る
と

言
わ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
経
営
に
必
要
な

要
素
が
「
運
」
だ
そ
う
で
す
。

そ
し
て
運
は
自
ら
が
呼
び

寄
せ
る
も
の
で
あ
る
と
し

講
演
を
終
え
ま
し
た
。 

第
二
部
は
、
㈱
ハ
ン
プ
テ

ィ
代
表
取
締
役
の
宮
田
貞

夫
氏
を
進
行
役
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開

催
。
歴
代
創
業
ス
ク
ー
ル
Ｏ

Ｂ
や
経
営
者
３
名
の
方
よ

り
創
業
の
経
緯
や
苦
労
話

等
伺
い
ま
し
た
。 

 

第
三
部
は
、
受
講
生
並
び

に
歴
代
受
講
生
を
交
え
て

カ
フ
ェ
形
式
で
交
流
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

（
企
業
支
援
課 

萩
谷
） 

 

成
功
す
る
経
営
者
は
「
道
」
と
「
運
」
を
持
っ
て
い
る 
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▲起業は家族の協力が

欠かせません。 
▲新旧起業家が新しい

時代を作ります。 

▲起業によって新たな築き

を得られたという意見も 


